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1.はじめに 現、さらには、生涯体育の提唱などが、余暇行動を可能lこする

わが闘において 1960年代における高度経済成長時代の到 某本的な条件としての人々の余暇時間の期大や経済的基盤の向

来は、今日で言う余暇問題を引き起した重要なきっかけとなっ 上と深いかかわりをもちながら発展してきた。

たo -}i::の総務的某畿の擁立と余暇時間の繕大は、人々に『余 @スポーツ行動の研究設計

蝦とは何かj 、 r余暇te:何をなすべきかJといった問題を提起 スポーツ行動の研究は、大きくはマクロ的(巨視的〉な研究

した.その後、 1970年代te:起ったオイル・ショック、及び 視点をもつものと、ミクロ的〈微視的)なそれとに二分される。

それ以後の経済の低成長時代を絞る中で、人々は「より質的に 求らに、それらの研究の骨子は次に示す実証され得る行動水準

高い余暇』を求め、今日に司王っている。そのような余般の出現 ど行動事象ならびにその行動主体によって決定される。

と今後のあり方を鍵索する中で、わが同の余暇研究も発展して

きた.

松原によれば『余暇の分析単位ないしは最終的対象は余畷行

動J (r余暇社会学』領内出版、 1971.10.30) であ~とされる。

このように、わが岡の余暇研究の多〈も、人々の余暇行動ぞれ

肉体やその展開に必要とされる様々な環境的条件(施設、サー

ビス、指導者、情報など)についての調在的研究が主になされ

きた。

しかしながら、今日的諜題としてある多様で質的に高い余暇

行動に対応すべきわが関の研究のあ町方をめっぐては、未だ確

立されたものが少ないという感はまぬがれない。では、今後の

余暇行動研究に何がd目、要とされるのであろうか。この点は、余暇

行動を研究する上にも、またそれと鰭擦な関係をもっスポーツ

行動研究〈特に、スポーツ社会学における調杏的研究〉にとっ

て共通の諜諮であ旬、ぞれに関して何らかの間関を様起しよう

とするのが本発表の目的とするところである。

2.スポーツ行動研究の視点と設計

①余暇行動としてのスポーツ行動

近年、人々の余暇におけるスポーツ行動は士替えあ傾向にあ

る.このような動きは、先に述べた 1960年以降の高度経済

成長ならびに、その象徴であるオリンピツケ東京大会(昭和3

9年 10月10日〉帯契機として、わが岡に広く浸主脅した体力

づくり巡動をはじめとする社会体育の振興や、運動不足病の:t1

82-

図上一三主主て~L訂動班賓の設註

行 I.集問的行動:成員相育.のゲイアド的(二者間的〉

動 関係を内部に含みながら、それ向

水 休一つのシステムとしての行動。

準 II.側人的行動:環坊におけるモナド的(単子的〉

4 

事

象

f 

主 I.鯛人

な綱体としての行動。

A.行動の社会的特性

B.行動の社会的機能

c.行動のメカニズム

D.行動予測

↓ 

f 

社会的・環域的諸事害関

体 II.コミュニティ，アソシェーシヨン，クラプ



3.スポーツ行動研究の限界と可能性一一筆者等が実施した一 概要:1982年9月に行った向治省モデル・コミユニテ

彦の土砂.域スポーツ行動研究をi演して一一一 イ〈雪量知県下2都市〉に在住する20才以上の20

ここでは、撃者等がこれまでに行ってきた地域社会における 00名((画l収率8O. 1 %)を対象としたコミユニ

スポーツ行動研究(主に、スポーツの集照的行動場中心どした ティ・スポーツの社会的役割に関す忍質問紙調査か

もの〉の概要を述べる中で、そこでの成東と問題点tこついてふ ら、スポーツ参与がコミュニテイ感情へ及ぼす影響

れてみたい。 について検討している。

。〉地域スポーツ集問の社会的特性 4.まとめ

目的:地域スポーツ集問(単純スポーツ・クラブ〉の集問 これまでに筆者等が行ってきた地域社会におけるスポーツ行

及び成員の社会的特性の解明 動研究について見れば、それらは、かつてデュマズディヱの余

方法:1979年 11月-1980年 1月の期聞に、クラ 暇研究の方法として紹介された記述モデルや説明モデル、さら

ブ代表者・成員への積一関紙法による集合調杏。 には、実験モデルの三つの局面すべてを必ずしも充足するもの

対象標本数:クラブ代表者 1607(阿収率72.8%) でわない。とりわけ、わが図のスポーツ行動研究では、記述的

クラプ成員6361 (阿収$71.3%) 研究が拘束を占めてきているようである.ここ数年において、

分析:全体及ぴ都市段階別・性的構成某総別・目的志向別 「スポーツへの社会化Jという概念老中心に説明的研究もなさ

クロス集長十による集問及び成員の特科4の検討 れではきているが、その数は少〈、また予報1)的意味をもった実

②スポーツ・クラプの集問的行動の規定著書肉 験研究に宅つては.irち遅れの感をまぬがれない。

A.スポーツ・クラブの存続tl:於悶3をする集同事j聖書l羽の検討 しかしながら、ここ 10年余りで定着する兆しをみせつつあ

概要:先のスポー、ソ集問調杏から得られたデータのうち、 る、余暇行動としてのスポーツ行動の実態的記述も未だ充分と

外的1it準品. 7年以上の干7・続年数群 (N=312) はいいがた〈、より精度の高い調在的研究の積み重ねが必要と

b. 3年以下の存続年数群 (N=498)別に俄j:fi されるであろう。加えて、スポーツ行動の説明書専問には多〈の

rH::のクロス分析 (XZ 検定・ク今マー関速度保敬〉 ものが複縛Lこからみあって存作し、これについては、諸行動の

による集問的要肉の検討 憐能的主事関を手がかりに、多次元的な分析手法を導入してその

B.スポーツ・クラプの崩壊苅将と事肉の織討 説明要肉モデルの実証と設計iこつとめる必要があろう。つまり

概要:クラブとしての集|現維持機能が停Ir.した崩填ケラプ そこから、余暇行動に関す~予測的研究への発展が期待できよ

(N= 14クラア〉の代表者及び成員後対象とした う。コンビューヲーによる今日の情報処E霊能力の進歩が、より

面接調杏による崩壊過符・要!刈についての事例的研究 的確な統計的解析による、行動の予測約研究を可能にさせるで

⑬スポーツ・クラブ及び個人のスポーツ行動の社会的機能 あろうことは疑い得ない。

A.スポーツ・クラブの集問構成京総からみたコミヱニティ

形成銀総

概要:1982年2月に行ったクラプ調査からクラプ派牛

悲喜量刑h究員 (N=1393)のコミユニ子ィ形成徳

能(行事参加とコミュニテイ・モラールとノルムへ

の影響〉の検討

B.モデ)1.-・ごIミコニティにおけるスポーツ君事与とごIミュニ

ティ形成機能
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